










化学農薬成分

を目指します。

皆が安心できるように

将来の子供たちの
安全のために

日本の未来のために





は
いつの時代でも
またどの世代でも

があります



率＝１５％





農薬によって地下水は
汚染されている、

安全な暮らしのために
対処しなければならない！

喫緊の課題





IPM
（総合的病害虫・雑草管理）

いろんな防除方法を組み
合わせて病害虫の被害
を最低限に抑える

天敵
捕食性の昆虫や
寄生ハチ・微生物

の利用

天敵に優しい農薬
（選択的農薬の利用）

光の利用
害虫の嫌う
光で侵入を防ぐ

防虫ネット
害虫の侵入を防ぐ

観察
害虫や病気の発見を早く
見つけ、素早く対処

輪作
（耕種的防除）
異なる作物を
交互に栽培

抵抗性品種
害虫や病気の被害を
受けにくい品種の利用

栽培管理
古い枝葉の整理や
適度な施肥管理





是非サトウキビにも
使ってみたい！
研究開発してほしい



ハリガネ虫の幼虫



ハリガネ虫によるサトウキビの被害株（〇は健全株 ×は被害株）



殺虫剤プリンスベイト剤農薬とは
〇1980年以降にニコチンの構造を元として開発
これまでに登録された7剤のうち，6剤が日本で開発

近年，浸透性農薬のネオニコチノイド，フェニルピラゾール農薬使用が急増
．

【特徴】

♦ 「浸透性」： 水に溶けやすく植物体全体に作用する
（洗っても落ちません）

♦「残効性」 ： 薬効が長続きする （植物体、土壌に残留）

♦ 「選択毒性」：害虫に特異的に作用（人に安全 と宣伝）



地下水を
次の世代にも
安全に飲めるよう
保全活動を行う





2023/2024年期
宮古地区サトウキビ生産量

約３１万７１３０トン



2023/2024年期
宮古地区甘蔗代金

約７８億円



　
部　　　門　　　別

係　　数 左順位 係　　数 左順位
砂糖原料作物（実質） 4.2965 (1) 1.6093 (1)
養蚕 2.9225 (2) 1.5782 (2)
と畜（含肉鶏処理） 2.6641 (3) 0.4787 (164)
麦類 2.2203 (9) 1.0235 (14)
畜産 1.9917 (13) 0.4925 (161)
育林 1.7939 (32) 1.1550 (4)
農林関係公共事業 1.7890 (34) 0.7118 (78)
果実 1.6997 (74) 0.8300 (44)
農業サービス 1.6996 (75) 0.7077 (79)
野菜 1.6936 (83) 0.8748 (32)
いも・豆類 1.6903 (85) 0.8279 (45)
花き・花木類 1.6842 (88) 0.8204 (47)
その他の非食用耕種作物 1.6572 (98) 0.8623 (35)
米 1.6543 (100) 0.7529 (61)
内水面漁業・養殖業 1.6400 (102) 0.4060 (181)
その他の食用作物 1.6031 (114) 0.6661 (94)
注）付加価値は「雇用者所得＋営業余剰」の純付加価値を意味する．

平成７年沖縄県産業関連表から求めた産業部門別波及効果

生　産　額 付　加　価　値
総　　波　　及　　効　　果

　（家坂正光　2001.　沖縄甘蔗糖年報　32:21-28．）

経済波及効果
４倍

約３１２億円





病害虫防除・殺虫剤

ネオニコチノイド系
フェニルピラゾール系
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沖縄県及び宮古島における化学農薬ネオニコチノイド系
フェニルピラゾール系殺虫剤の年間（2020年）使用量
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（１）地下水に含有される化学農薬成分定量分析
析



水
道
水
に
含
有
さ
れ
る

化
学
農
薬
成
分

ネオニコチノイ
ド系クロチアニ
ジン61.5ng/L

検出





水道水 山川ウプカー地下水 地下ダム水

100

EU水道水管理目標値
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水道水および地下水に含有される化学農薬成分定量分析結果

クロチアニジン
クロラントラニリプロール

61.5

88.6
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35.4
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サトウキビ栽培試験





IPM実践調査研究



IPMの実践
連作障害や特定の
害虫を減らすために
異なる科の

緑肥作物を育てる



国産ソバ粉を宮古島で生産



有機質肥料『バイオ・リン』

バイオ・リンを使用。
化学農薬は使わない



St-22菌株



菌株２２の栄養細胞（赤色）および胞子（青色 ）の顕微鏡写真







化学農薬または緑肥作物及び有機質肥料バイオ・リンの影響
萌
芽
率
(
％
)

化学農薬区 バイオ・リン
+クロタラリア区

バイオ・リン
+ヒマワリ区

54.3 57.0 54.1



化学農薬または緑肥作物及び有機質肥料バイオ・リンの影響
草
丈
(
c

m
/
本
)

化学農薬区 バイオ・リン
+クロタラリア区

バイオ・リン
+ヒマワリ区

256.5 261.8 258.3



化学農薬または緑肥作物及び有機質肥料バイオ・リンの影響
茎
長
(
c

m
/
本
)

化学農薬区 バイオ・リン
+クロタラリア区

バイオ・リン
+ヒマワリ区

62.5 65.4 63.9



化学農薬または緑肥作物及び有機質肥料バイオ・リンの影響
茎
数
(
本
/
株
)

化学農薬区 バイオ・リン
+クロタラリア区

バイオ・リン
+ヒマワリ区

5.8
6.3 6.0





￥



炭素（T-C） 20.4%

全窒素（T-N） 2.1%

全リン酸（P２O５） 0.3%

カリウム（K2O） 1.3%

ケイ酸（SiO2） 2.2%

カルシウム（CaO） 5.0%

炭素率（C/N）
pH
電気伝導度（CEC)

9.0%
7.8

１７１

有機質肥料バイオ・リンの含有成分





バイオ・リンについて説明



水質調査の実験



宮
古
地
域
の
小
・中
学
生
約
八
〇
〇
〇
人(

一
八
年)

地
下
水
保
全
に
関
す
る
環
境
教
育
学
習
会
に
参
加





土壌微生物と緑肥作
物を組み合わせた、
IPMを実践することで

サトウキビ無農薬栽
培の可能性を確認



今後の課題



❒作物の無農薬栽培試験に取
り組むことで、IPMによる実
践事例を農家に提示できる
よう取り組みます。

❒地下水に含有される化学農薬
成分のモニタリングを継続しま
す。



おわりに



・宮古島の命の源である飲料水
源の地下水に含有される化学
農薬成分定量分析に関し、
水・地域イノベーション財団様
の多大なご支援を頂き、感謝
申し上げます。
本当にありがとうございました。
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